
若林障害者福祉センター 

障害者福祉「キャップハンディ体験」教室を開催しました 

 

令和３年６月２９日 

仙台市若林障害者福祉センター 

 

去る令和３年６月２９日（火）、仙台市立沖野東小学校体育館にて、障害者福祉「キ

ャップハンディ体験」教室を開催しました。 

 今回は沖野東小学校４年生 50名の児童に対して車いす体験を行いました。 

体験後、児童たちからは、「段差を超えるのが難しかった」「カーブを曲がるときにぶ

つかってしまって難しかった」「スピードが速くて怖かった」などの感想が聞かれまし

た。また、「車椅子にはどんな種類の車椅子がありますか」「車いすで段差を超える時は

どうしていますか？」など、様々な質問がありました。また、白杖体験も行い「段差を

超える時が怖かった」との感想も聞かれました。児童たちは車いすの方の生活について

とても興味を持っており、質問の回答を聞く際は真剣に話しを聞いていました。 

 今回の体験教室が児童たちにとって障害理解の促進と豊かな感性を育むよい時間と

なったのではないかと思います。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


